
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

認知症の早期診断・早期対応に向けた支援体制を整える専門職によるチームです。 

認知症の方または認知症が疑われる方からの相談を受けて、その方の家庭を訪問し、お話を 

聞きながら適切な医療や介護につなげるお手伝いをする役割があります。 

 

早期に受診せずに悪化してしまったり、診断や十分なケアが行われず危機的な状況を招く 

ことがないように、早期の段階で支援につなげるためのチームです。 

 

 

 

 

 

支援の対象者となるには、以下の３つの条件があります。 

①４０歳以上（若年性アルツハイマーを含む） 

②在宅で生活している 

③認知症の疑いがある（または認知症と診断されている） 

 

具体的には、 

◉医療サービス、介護サービスを受けていない（中断を含む） 

  ・認知症の診断を受けていない 

  ・病院受診が中断している 

  ・適切な介護サービスに結びついていない 

  ・診断されたが介護サービスを中断している 

 

◉医療サービス・介護サービスを受けているが、認知症の行動や症状により家族や関係者が 

対応に困っている 

 ・独居、老老介護、認知症同士の夫婦 

 ・近所とのトラブル 

 ・ケアマネージャーや介護事業所職員が対応に苦慮している など 

 

 

認知症の困りごと・心配ごとに対応 

 

【認知症初期集中支援チームとは？】 

【支援の対象となる方は？】 



 

  

 

認知症のアセスメント（評価）、専門医療機関の紹介、介護サービスなどについての説明や利用

の支援、生活する上でのアドバイス・介護者へのサポート、などを行います。 

 

🔶チームの活動の流れは？ 

１．相 談  本人・家族・ケアマネ・医療機関等が 

「深浦町地域包括支援センター」に相談 

 

２．家庭訪問で状態の把握と情報収集 

チーム員の保健師などがご自宅を訪問し、本人やご家族のお話をお伺いします 

 

集めた情報をもとに医師を含めたチーム員で必要な医療や介護の計画をたてます 

    

３．認知症初期集中支援チームによる支援  

  受診から診断、介護保険の手続きや最適な介護サービスの利用を、 

おおむね６か月間支援します。 

生活環境やケアについてのアドバイスや、介護者のサポートも行います。 

 

 

４．関係機関への引き継ぎ 

   適切な医療サービスや介護サービスの利用につながれば、今後の担当してくれる 

ケアマネや関係者に引き継ぎし、チームの支援は終了します。その後もしばらく 

適切なサービスが継続されているかチェックを行います。 

 

 

まずは、地域包括支援センターに相談を！ 
   

  
 

 

【認知症初期集中支援チームの支援内容は？

の流れ】 


